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研究成果の概要（和文）：　電子メディアの登場以前から知識基盤を特権的に支えてきた出版メディアについ
て、現代に典型的な出版形態（ベストセラー、新書版シリーズ、大学教科書）を選び、個々の冊子を単位とし
て、その形態・様式（物理的形態、言語的数量、論理的様式、市場的価値）を調査し、その実測データを集積し
て総合的に分析した。集積したデータを統計的手法により詳細に分析することで、戦後日本の社会的な知識基盤
としての出版メディアの経年変化を実証的に解明することができた。

研究成果の概要（英文）：Print media have occupied the privileged status of the knowledge 
infrastructure before the advent of electronic media. We chose bestsellers, publisher's paperback 
series, and university textbooks as the most typical modern print media and investigated these books
 in detail from the point of (a) physical characteristics, (b) quantitative aspects of language, (c)
 logical structure of the text and (d) market values. We analyzed the data statistically and 
clarified empirically the chronological changes in print media in Japan since WWII.

研究分野： 図書館情報学
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１．研究開始当初の背景

デジタル・ネットワーク技術が広く浸透し
て、我々の情報環境に本質的な変容が生じて
いるという主張は、コミュニケーション論や
情報論の立場から広く語られている。このよ
うな文脈では、社会の「知識基盤」の変容は当
然視され、その変容を前提として、新たな環
境における知識基盤のフレームワークや技術
が論じられている。しかし、「変容以前」の知
識基盤がどのようなもので、どう変化してき
たのかについて、具体的、実証的な解明が十
分なされているわけではない。

出版メディアであれ、電子メディアであれ、
知識基盤に関するこれまでの研究では「知識」
を抽象的なものとみなすか、あるいは最初か
ら一定の現実態が自明視され、特徴的な形式
のみに着目して効果を論ずるものがほとんど
であった。例えば、「図書」を語るときには、
すでにある「図書」の形態・様式が自明のもの
とされてしまい、その物理的なフォーマット
がどのようなものであったか、また、それら
が経年的にどのように変化してきたかを、知
識基盤の変容として検討した研究は見あたら
ないのである。

こうした状況を踏まえ、さらに、理論的観
点からは、知識はつねに一定の形式において
存在し知識の内容はその形式と強く相関して
いることに配慮し、方法論的観点からは、形
態や様式への言及なしで知識の内容を議論す
るのは印象的・思弁的・抽象的にならざるを
えないことを考えるならば、知識を支えるメ
ディアの観点から知識基盤の現実態にアプロ
ーチすることは、現在、喫緊の課題である。

２．研究の目的

デジタル・ネットワーク技術により、社会
の知識基盤の様相は本質的に変容しつつある
と言われている。このような文脈で、電子的
なメディアの特性や影響については近年多く
の論考があるものの、立ち戻ってそもそも電
子メディア登場以前における知識基盤がどの
ような形態・様式、社会的な配置であったの
かは、様々な論考はあるものの、包括的な実
証研究は存在しない。

本研究は、戦後日本の出版メディアの形態・
様式と、その社会的な配置を分析することで、
出版メディアが支えてきた社会的な知識基盤
の内実とその変容を解明することを目的とす
る。形態・様式としては出版メディアの物理
的・論理的な形式に注目し、社会的配置とし
ては出版流通における空間的・時間的な配置
に着目する。これらについて実証的・数量的
な分析を行うことで、電子メディア普及以前
の社会的知識基盤の内実を包括的かつ高い粒
度で明らかにする。

３．研究の方法

戦後日本の出版メディアの形態・様式に関
する既存の個別具体的なデータとしては『日
本全国書誌』のような書誌データがある。こ
れは日本の出版物を網羅している点では優れ
ているものの、知識基盤の現実態を分析する
には記述レベルが粗い。そのため、独自に調
査項目、方法を設計して現物調査を実施する
必要がある。

出版された全図書についての包括的な調査
は非現実的なので、出版メディアの特徴を的
確に見つけ出すために、知識基盤形成に影響
力の強い典型的な出版物タイプをフォーカス
グループとして設定し、調査対象とした。図
書のフォーカスグループとしては、社会的に
共有されている知識として認知されてきたと
考えられる「年間ベストセラー」と、教養的知
識の一端を担う図書とみなされている「出版
社シリーズ」の一つである新書版シリーズ、
教育・学習用の資料である「大学教科書」の 3
種を取り上げた。

研究プロセスは、基本的にデータの収集、
記述、分析の工程を反復した。

データ収集は、出版統計データ・書誌デー
タの発掘・収集・分析（2 次データ収集）によ
り調査対象図書を確定し、図書館目録システ
ム・古書店在庫データベースにより図書の現
物を調達して、その現物を対象に調査・計測
を行った（1 次データ収集）。

現物にあたって調査・計測した主な項目は
以下のとおりである。

(1)物理的な形態
紙面サイズ、余白、装丁、縦書き・横書
き、多色刷り、重量。小口の厚さなど

(2)言語的な数量
総ページ数、1 ページの標準行数、1 行の
標準字数など

(3)論理的な形式
表題紙の有無、目次の有無・精粗、索引
の種類と数、口絵・折込・写真・グラフ
の有無、章構造、ノンブル・柱の有無、
奥付など

(4)市場的な価値：発売時の定価

これらの項目を実際にデータ採録できるか
確認するため、現物にあたってパイロット調
査を実施した。その結果を踏まえて計測方法、
判断基準のマニュアル化を行い、これに準拠
して現物調査を実施した。

さらに、知識基盤の現実態を一般化して把
握する方策として、主に形態・様式の相互関
係を明らかにするために相関分析、重回帰分
析を含む多変量解析を用い、形態・様式・配置
の変化を明らかにするために生存分析、グレ
ンジャー因果性検定を含む時系列解析の手法
を用いた。



４．研究成果

(1) 戦後ベストセラーの経年変化

日本の出版業界が毎年発表する年間ベスト
セラー図書ランキングより、上位 10 位の図書
を、1946 年から 2013 年まで 3 年間隔で、計
23 年分抽出して、230 件の図書を調査の対象
とした。現物を調達し、その形態的特徴 55 項
目を高い精度で計測した。このうち版面の特
徴に関する項目として計測したのは、ページ
の高さ、ページの幅、版面の高さ、版面の幅、
縦組・横組、段数、1 ページ当たりの行数、1
行あたりの文字数などである。

主な調査結果としては、230 件のうち
88.7％が縦組で、横組や縦横混合組は 2000 年
以降に多く見られる傾向があった。74.3％が
1 段組みで、2 段組は 1980 年代までに集中し
ており、1991 年以降には現れていない。以下
では、縦 1 段組の図書 167 点を対象に、版面
の経年変化の特徴を提示する。

ページ高の平均値は 180.9mm で、経年的
に増加する傾向が見られた（図１）。ページ幅
の平均値は 119.7mm で、ページ高と同様の
経年変化が見られた（図２）。

図１ ページ高(mm)の経年変化

図２ ページ幅(mm)の経年変化

2010 年代のページ高の平均値は、1961 年
と比較して 13mm 増加している。ページ幅は
12mm 増加である。書物の形態は縦長なので、
幅の増加率が高いことがわかる。

一方、版面（文字が印刷される範囲）につい
ては、高さの平均値が 134.7mm、幅の平均値
が 86.4mm で、いずれも 1970 年前後まで減
少した後に増加の傾向が見られる。1960 年初
めと 2010 年代を比較すると、高さで 4mm、
幅で 10mm 増加している。

1 ページ当たりの行数の平均値は 15.8 行で、
経年的には微減傾向にあることがわかった
（図３）。同時に、1 行あたりの文字数の平均
値は 41.6 文字で、経年的にはかなりの減少傾
向を見出すことができた（図４）。

図３ 1 ページあたりの行数の経年変化

図４ 1 行あたりの文字数の経年変化

以上のように、戦後ベストセラーにおいて
は、1 ページ当たりの行数が増えずに版面幅
が広がり、版面高が微増して 1 行文字列が減
少するという経年変化が見出された。戦後日
本の知識基盤の現実態として、ベストセラー
となった図書に関して、比較的ゆったりとし
た字組にして読みやすさを重視したレイアウ
トを採用する傾向が次第に強まったことが明
らかになった。



(2) 新書版シリーズの経年変化

新書版シリーズは現在では多くの出版社が
手掛けており、読者が比較的安価で手軽に多
様な入門的知識に触れることのできるタイプ
の図書として広く普及している。現在ではジ
ャンルを問わず取り上げられているが、歴史
的には学術的知識を一般の人々に広めること
を目的としたものが中心で、欧米、日本では、
20 世紀における知識基盤形成のメディアと
して重要な枠割を果たしてきた。

本研究では日本における最も歴史のある
「岩波新書」を対象とした調査を実施した。
創刊の 1938年から 2014年までに刊行された
3018 点から、シリーズ番号を利用して 10%の
サンプリングを行い、320 点 7 の現物を調達
して 53 項目の調査・計測を行った。なお、後
年になるほど刊行点数が増える傾向にあるの
で、このサンプリング方法では平均値等の指
標は後年の刊行物の影響が大きくなっている。

302 点の調査対象のうち縦組は 292 点であ
った。主な調査結果として、以下は、縦組の
292 点を対象とした分析である。

ページ高の平均値は 172.8mm で、経年的
には 1950 年代からほとんど変化していない。
ページ幅の平均値は 105.0mm で、70 年代ま
で増加を続け、その後若干減少した。

版面の高さの平均値は 131.8mm で、創刊
以来一貫して増加しており、これまでに 7mm
ほど大きくなっている（図５）。版面の幅の平
均値は 79.0mm で、経年的にはほとんど変化
がなく、たかだか 1、2mm 大きくなった程度
である（図６）。

図５ 版面高(mm)の経年変化

1 ページの行数の平均値は 15.5 行で、経年
的には 1960、70 年代をピークとして、以降
減少に転じている（図７）。1 行当たりの文字
数の平均値は 41.8 字で、経年的には全期間を
通じて変化が見られない（図８）。

平均行数と平均字数から算出したと見開き
2ページ分の文字数の平均値は 1299.0文字で、
1960 年代をピークとしてその後は減少を続
けている。

図６ 版面幅(mm)の経年変化

図７ 1 ページあたりの行数の経年変化

図８ 1 行あたりの文字数の経年変化

1 冊あたりの文字数の平均値は 141400 字
で、創刊時から 1970 年代までは増加を続け、
以降 1990 年代まで変わらず、それ以降減少
に転じている。

次に、章構造に関する調査データから図書
の論理的構成の特徴を分析する。これらの特
徴を示す項目としては、章節項の階層構造の
深さ、最下位層の項目密度（本研究では 20 ペ
ージ当たりの項目数で算出）などがある。



章節項の階層レベルの使い方としては、2階
層を採用するものが 43.4%、3 階層を採用す
るものが 44.0%であった。経年的には 2 階層
から 3 階層への移行が見られ、特に 1960 年
代から急速に 3 階層が増えている（図９）。70
年代以降は 3 階層が主流となっていたが、90
年代以降は 2 階層の増加傾向と、3 階層の減
少傾向が見られる。

2 階層 3 階層
図９ 章の階層（%）

項目密度の平均値は 6.4 項目で、多くは 1
～10 項目にほぼ均等に集中しており、11 項目
以降との差が大きい（図１０）。

図１０ 項目密度（度数）

これは、視覚的に一度にとらえられる見開
き 2 ページが文章の最小のまとまりとしてと
らえられていることを示唆している。経年的
には創刊以来 1980 年代まで一貫して増加を
続け、90 年代から 2000 年代にかけて若干減
少し、その後緩やかに上昇している（図１１）。

図１１ 項目密度（項目数）

この変化からは、90 年代以降にテーマや論
じ方の面でそれまでとは異なるタイプの図書
が出現していると推定できる。

以上のように、戦後の新書判シリーズにお
いては、1 行当たりの文字数は変化せずに版
面の高さが一貫して増加していることや、章

節項の階層構造の深さ、最下位層の項目密度
に経年変化があったことが見出された。戦後
日本の知識基盤の現実態としての新書判シリ
ーズに関して、精度の高い調査を通じて新た
な知見を得ることができた。
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